
　市内５高等学校防犯ボランティア「Ｃ.Ａ.Ｐ」が、西条警察署など
と協力し、違法屋外広告物の撤去活動を行いました。「Ｃ.Ａ.Ｐ」と
はＣ＝カルチャー（文化）、Ａ＝エリア（地域）、Ｐ＝プロテクター
（守護者）の頭文字をとったもので、地域と文化をそこに住む自分た
ちの力で守り、犯罪や事故のない安全で安心な街にすることを目標に
活動しているボランティアグループです。
　作業当日は、32名の参加者が11班に分かれ、市街地を中心に電柱へ
の貼り紙や立看板等の除去活動を行い、合計で223枚もの貼り紙等を
除去することができました。みなさん大変お疲れさまでした。

　９月27日、西条市連合婦人会の会員約230人が参加し、東予
体育館で運動会が行われました。日頃は、地理的に離れていて
なかなか交流の無い会員同士が、楽しく会話をしながら競技に
一喜一憂。笑顔一杯で運動会を楽しんでいました（写真上）。
　また、10月12日には、高齢者や障害者約650人が参加し、市
民グラウンドでふれあいの運動会が行われました。参加者の皆
さんは、年齢を感じさせないきびきびとした動きで、大きな声
援に応え、明るく楽しい素晴らしい運動会でした。（写真下）

　サッカーJリーグ横浜フリュ
ーゲルスで活躍していた前田治
氏が、三芳小学校の児童を熱心
に指導していただきました。
　この事業は文部科学省と（財）
日本体育協会の「子どもの体力
向上キャンペーン」の一環とし
てトップアスリートの豊かな経
験と卓越した技術をもとに子ど
もたちを指導していただくもの
で、子どもたちも目を輝かせな
がら、指導を受けていました。

▲  展示されているカップ

 宮本工場長（左端）
との贈呈会談の様子 

▲

　「みずを守ろう！響け伊
勢音頭！」をテーマに、西
条祭りで歌い継がれている
「伊勢音頭」を独自の伝承
的芸能文化として保存育成
し、広域的に普及させる目
的で、伊勢音頭フェスティ
バルが開催されました。
　当日は、12チーム36町内
の方々が伊勢音頭を披露。
途中では、５台のだんじり
運行や池田町阿波踊りなど
もあり、来場者は近づくお
祭りに思いを馳せていまし
た。 ▲ 
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作
業
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様
子　障害のある人の社会参加

と自立更生を推進するため
「障害者福祉のつどい」が
開催され、約400人の関係
者が参加しました。
　式典では、障害に負けず
見事に更生された方々など
12名の表彰も行われ、会場
から惜しみない拍手が送ら
れました。また、秋川暢宏
氏の講演やチャリティーバ
ザーなどもあり、皆さん楽
しく一日を過ごしました。

　経営基盤の強化
と組織の活性化を
図るため、西条漁
業協同組合と禎瑞
漁業協同組合の合
併契約調印式が行
われました。
　この合併で来年
４月１日には、組
合員数約440人の新
組合「西条市漁業
協同組合」が誕生
します。

連合婦人会なかよし運動会

ふれあいの運動会

　ルネサステクノ
ロジ西条事業所の
宮本工場長から西
条市へ、北京オリ
ンピックソフトボ
ール金メダリスト
の上野由岐子投手
らのサインが入っ
たカップをいただ
きました。
　このカップは、
石鎚山ハイウェイ
オアシス館入口に
飾り、西条で躍動
する選手の姿と共
に、訪れた皆さん
に西条市やソフト
ボールを広く発信
していきます。
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